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凡例




これは「改造」第十二巻第九号（昭和五年九月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

誤字・誤植と思われるものも底本どおりとし、ママルビを付して〔　〕内に訂正しました。








 支那赤軍の現勢と今後の發展

鈴江言一







はしがき




　赤軍が七月二十九日長沙を占領した。それは非常に重大な事件である。だが此の「重大」の意味は人々によつて解釋が異る。そして一般には只だ突如として現はれた表面の事態のみが注意を支配する。隨つて人々の多くは數日後長沙が奪囘されたと聞いた時、何とはなしに「一と安心」の感じをもつたであらう。だが、這ふした人々は一九二七年十二月の廣州ソヴイエト宣言當時、無雜作に驚駭し、そして其失敗と共に事件を無雜作に忘れ去つた人々である。最近、自分は屢〻長沙事件は何うなるかの質問を受けた。其たびに自分は「長沙はすぐ奪囘されるでせう。赤軍は簡單に一時のそして軍事的の退却をするでせう、だがそれは文字通りの一時であり軍事的であります。」と答へた。




一、何故事態は被はれて居たか？




　此の三月から四月にかけて暫く南昌の危險が傳へられ、五月には湖北の宜昌が前後三回に亘つて包圍され‥‥と云つた事態が公けになり、世人は、はじめて赤軍に關して注意し出した。そして長沙が赤軍の手に陥ちたとの報道で事の意外に迅速なのに一驚した。

　だが、赤軍今回の長沙占領は、要するに農村に於ける土地××の非常な發展を示す一端に過ぎない。換言すれば、それは現在長江以南の一帶に普遍しつゝあるソヴイエト鬪爭の一つの現はれであり、擴大された赤軍の遊擊戰（ゲリラ戰）の一つの現はれに過ぎない。只だ此事件が今更らの樣に一般に重大なシヨツクを與へたのは、それが湖南省の首都であり、南京政府の死命に關する土地であり、又直接外國資本の利益と接觸する商埠地である長沙に發生したが故にほかならない。事態は長沙占領で一驚するには餘りに前進し過ぎて居る。然らば何故、今迄で之れが問題とならなかつたか？

　國民黨の名を中心として不斷に反覆される軍閥戰爭の中に、自ら跳つて居るブルジヨア通信員は、國民革命の意義を知らず、その發展を知らず、支那××の新しい進行を表現する土地××を知らず、又その發展を知らない。彼等は只だ、ナシヨナルブルジヨアヂーと封建地主の結合體である國民黨による内亂の解決や和平統一を夢みつゝ戰爭や妥協やボイコツトや新條約を熱心に通信して居た。そして彼等自身がその爲めに立ち働いて居るブルヂヨアジーにとつて最も重大な問題に就ては此の三年間何ん等の報道をして居ない。時たま、「△△に現はれた共匪は既に○○方圍ママ〔面〕に潰走した」とか「××地方で放火掠奪を擅にした共匪は何某の軍隊に包圍され、大部分は補はれ或は戰死し‥‥」と云つた支那新聞は出鱈目な六號活字——一九二八年來支那新聞に現はれた共匪討伐の報告を合計すると朱毛軍の損害だけで十萬に達する。然るに朱毛軍は今日に於てすら實力一萬に到らず、赤軍全體を云ふも十萬を僅か超過するに過ぎない——を斷片的に傳へた以外には。

　其結果、赤軍の急激な發展はブルヂヨア通信員により、地方に出沒する單なる土匪の類として久しい間、一般の眼の前に蔽はれて居た末、今や一躍「突如として現はれた恐るべき勢力」の待遇を受けることになつたのである。然らば實際では事態はどう進行して居たか？　吾人は此の問題——赤軍の内容、其戰術、其鬪爭の發展等々——をば、所謂る共產軍活躍の現狀と今後の展望を云々する爲めの前提として簡單に述べて見やう。




二、所謂ゲリラ戰の發端




　農村に於ける土地××の新鬪爭は、一九二七年八月の武漢政府沒落に出發する。

　一九二七年四月、蔣介石に代表されたナシヨナルブルヂヨアジーの一部が封建地主の武裝と妥協し、革命戰の矛先きを逆轉して昨日までの同盟者に向けた時、ナシヨナルブルジヨアジーと勞働者農民との聯合戰線の一部面は、尙ほ武漢政府の上に支持されて居た。勿論その「支持」は極めて危かしいものであつた。蓋しそれは（一）小ブルヂヨアの上層を有力な背景とするナシヨナルブルヂヨアの一部と軍閥との南京政權に對する結合（二）勞働者農民の鬪爭の發展が刻々とブルヂヨアジーと地主を反動同盟に追ひやりつゝある形勢をば、勞働者農民の鬪爭に制限を加へることによつて繋ぎ留めやうとする、卽ち前者の鬪爭の階級的發展を抑制することによつて國民黨の上層份子との結合を繋ぎ留めやうとする當時のプロレタリアの機會主義的リーダーの努力‥‥此の二つによつて僅かに支持されて居たに過ぎなかつたのである。

　然し「前世紀的富豪——藏に貯藏された農民の貢納物で表現された——の中から、帝國主義資本の影響下に醸造されたナシヨナルブルヂヨアジーの特殊な經濟的地位は、國民革命の發展過程に於て彼等を農民の封建的掠奪者、卽ち地主階級と對立せしめないで反對に被搾取農民と對立せしめた。一方、同じ鬪爭の發展過程に於て、半植民地支那の農民と勞働者は封建地主の搾取に對する——卽ち土地××の遂行に對する——徹底的な鬪爭、帝國主義及びブルヂヨアジーの支配に對する徹底的な鬪爭にのみ自己の解放を見出した‥‥拙稿、四・一二以後に於ける支那の勞働連ママ〔運〕動（批判八月號十六頁）そして彼等の鬪爭は彼等のリーダーの困惑と懸命の抑制にも拘はらずグン〳〵發展して行つた。かくて「先づ北京を‥‥それから吾々の××へ」と大聲叱呼して居たプロレタリアのリーダー達ちの努力は完全に失敗し、武漢は南京と同じ軌道に合流した。ナシヨナルブルヂヨアジーは全體として完全に、ブルヂヨアデモクラシーへの革命領導權を放棄した。同時に、勞動者農民の鬪爭は徹底的にアンダーグラウンドに押やられた。だが、そのかはり彼等の鬪爭を抑制して居た一切の妥協的スローガンが放棄され、國民黨の政權に對する彼等の武裝鬪爭が宣言された。その具體的な發展は一九二七年八月の南昌決議である。卽ち武漢國民黨——當時南京討伐の爲め南昌に集中して居た——の所謂る反革命が曝露した時、勞働者農民は南昌に會議し


一、鄕村の××は農民協會に歸する

二、土豪劣紳、重利剝奪者其他一切の反動份子の××を××し、農村中の貧民の生活改善に充てる

三、大、中地主の土地、其他公產廣守の土地を×××××××××××する

四、高利の債務及苛酷な小作契約の××、地主の武裝の××と農民の××、傭農の生活と勞働條件の改善、失業救濟等？

五、一切の新舊軍閥に對する抗租



のスローガンと、各地の於けるソヴイエト鬪爭の開始を決議した。彼等は此の決議に於て、ソヴイエト鬪爭とは「一切の××を勞農兵及貧民代表會議に」を農村の武裝鬪爭のゼネラルスローガンとする鬪爭だと說明し、且つ此の鬪爭を通じてのみ支那現在の環境の解放卽ち、


一、外國資本の壓迫よりの完全な解放（不平等條約其他帝國主義の特權廢棄、關税自主、外債取消、外人の占有する生產資料及交通機關の國有等々）

二、全國的市場の建設（一切の封建遺毒の粛淸、土地國有、××的民權的政府の建設等）

三、勞働者農民の政治的、經濟的、法律的地位の急激な改善



が達し得られると附加して居る。之れが卽ち發展今日に到つたゲリラ戰の發端である。




三、過去に於けるゲリラ戰の經過




　各地農村に於ける彼等の鬪爭は反覆する失敗の中にしきりに繼續された。例へば湖北湖南に於ける大規模な暴動計畫、南昌から福建を經て汕頭に進出した葉賀軍の活動等々。そして一時六十餘のソヴイエトが湖北、湖南、江西、廣東の各地に宣言された。勿論此の間に地主と農民とは想像以上に激戰して居る。國民黨は明かに失敗であつた彼れのテラー政策に於て甚だ短い時日の間——武漢沒落から五ケ月の間——に二萬九千の勞農の生命を斷ち四萬五千を傷つけ五萬八千を逮捕し或は追放した。だが、地方の鬪爭は彈壓の度に比例して擴大した。そしてそれ等はやがて廣州ソヴイエトの宣言（一九二七、一二、一一）に結晶した。

　廣州ソヴイエトは勞働者農民の鬪爭の密接な聯絡の缺如、彼等の政治的組織の基礎薄弱を主要な原因として、僅々三日を支持し得たのみで倒壞した。然し此の事件は深刻に國民黨の政權を脅かした。國民黨のテラー政策は益〻極端化し、然かもそれは一九二八年七月の全國統一宣言と共に文字通り全國的となつた。その結果地方農村に於ける所謂る「暴動」記事は一時新聞紙上から遠のいたかの如く見られた。

　それにも拘はらず、彼等の鬪爭は、此の蔽はれた幕の内部で、驚くべき速度で展開して居たのである。それは正しく、工場勞働者の自發的經濟鬪爭が急激に反國民黨的政治鬪爭に展開しつゝあつた新風潮——一九二八年十月の上海郵便罷業を中心とする——と照應し、益〻組織的統一的へと發展して居たのである。殊にそれは彼等のスローガンから、冨農層を中立せしめる爲めに一九二七年來支持されて來た小地主の特別待遇政策を撤去し、一切の土地の××××××を確立したことに於て强力化されて居る。つまり、彼等は此の新しいスローガンに於て、地主に大小の區別をつけ紳士に善惡の區別をつけ、小地主の取扱ひに手加減を命じ、善い紳士と結んで惡い紳士に當れと要求する如き傳統的意識の作用を徹底的に除去し、××的勞働運動の發展とプロレタリアを領導とする農村鬪爭をより密接に結びつけやうと要求したのである。然らば、國民黨のテラー政策の蔭で、這ふした要求が如何な程度にまで目覺しい彼等の鬪爭の發展を導いたか？　之れには次の記述が明瞭に答へるであらう。




四、ゲリラ戰法、並に赤軍現在の勢力




　ゲリラ戰は農村の部分的××鬪爭を漸次大規模なそれに展開し、ソヴイエト××××に導くことを目的とするもので、此の戰術の中に、「都市勞働者の××××を廣大な大衆的××高潮に發展せしめ、勞働者の××組織を以て自發的に農民鬪爭の領導者たり得る樣にする‥‥‥」が××××の條件として決定されて居る。今日各地を蓆捲して居る赤軍の活躍は、之れを基礎とするものである。そして又、戰爭そのものに至つては極めて巧妙に行はれて居る。守備薄弱に乘じ赤軍が確實に一縣を占領した時、第一に×××××組織が行はれ、同時に×××××××××××其他のスローガンがソヴイエトの名によつて實行に移される。勞働者農民の政治的××と××、彼等の自衞軍の××と××が行はれる。有力な軍隊が到着した時には、彼等は敏速に該地を離れて次の地方に轉じ同じ工作を開始する。その場合、一旦××××××土地の勞働者農民は植ゑつけられた地方×××××の基礎として殘り、赤軍が再び近づいて來た時、之れに應じて自發的に昔日の組織を恢復する任務に就く。

　軍閥の傭兵は赤軍と鬪ふ意志を全くもたない。普通彼等は赤軍の接近と共に退却する。時に有力な討伐隊として行動する時でも、多くは先方が退却するを待つて前進する。赤軍の秩序は一般に信賴されて居る。彼等は×××××××××××××××無秩序な放火殺人はしない。反抗する地主劣紳の處分すら××裁判を經てやる。占領地×××を××する彼等にとつては火災は正しく彼等自身の損害である。廣州ソヴイエト事件に於ける大々的放火虐殺が政府軍によつて演ぜられたものであることは、今日では共產軍の殘虐を血眼で報道したブルヂヨア新聞が承認して居る。只だ、はじめて赤軍の來訪を受ける地方では、守備軍の撤退と共に土地の貧民が無組織に發動し、燒打ち掠奪の暴動を演ずる場合が少くない。又、退却に當り軍隊が無計畫に、或は國際關係等を發生せしめんとする計畫の下に同じ行動に出ることもある。長沙占領に於て報ぜられる事件が若し事實であつたとせば、恐らくそれは前者の場合であらう。勿論かゝることは大冶の例にも明瞭なる如く、一度赤軍が來訪した處では殆んど發生しない。

　かくて赤軍今日の轉戰は、客觀的にはそれが各地農民に××××××××××洗禮を與へる形式で發展して居ることを示す。勿論、之れ等の洗禮は地方ソヴイエトが一省或はより以上のものに擴大した時、此の形勢の急激な發展の根本基礎となるものである。此の點に於て長沙赤軍の退却は長沙占領に示された重大な意義——農村××發展の現狀を說明するところの——を聊かなりとも稀薄ならしめない。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊



　勞働運動が一九二七年末來の自發的經濟鬪爭風潮を結束して國民黨政權に公式に宣戰し、支那の勞働運動史に一時代を畫するに至つた——本年四月、上海共同租界電車及バス罷業が代表的に說明する（前揭書參照）——時、農村に於けるゲリラ戰の發展は次の如き勢力を確立して居た。

（一）各地の於けるソヴイエト區


江西、南昌（最近ではその危急がしきりに報ぜられて居る）一帶を除いた全部、卽ち全省八十一縣中六十縣がソヴイエト區。章江西岸に沿つて吉安下流の峽江縣一帶が赤軍勢力地帶。

湖北、約四十縣がソヴイエト區。武漢郊外十里内外にまで最近赤軍の出入を見る

福建、ソヴイエト區は西部七縣、南部三縣、北部四縣

廣東、東江、西江、北江及瓊崖はソヴイエト鬪爭の歷史的地域で、廣州ソヴイエト失敗後の徹底的彈壓下に依然として基礎を支持す。

廣西、西部廿餘縣がソヴイエト運動の影響下にある

湖南、彈壓の最も激しい地方にも拘はらず東部西部のソヴイエト大區域は三年來終始支持。（現には長沙に及ぶ）

河南、商城を中心として發展中

四川、一九二九年曠繼勛の旅團が全體としてソヴイエトに參集して居る。

安徽、西部に遊擊戰の進行を見る

江蘇、宣興、江陰、無錫には一九二七年來の鬪爭が反覆されて居り、南通、淸江、一帶に擴大しつゝある。

浙江、最近、江山常山一帶に赤軍の進出を見る。



（二）各地赤軍基本軍の現狀

　總計十四軍約十萬。貧農が全體の六〇％を占め、鐵砲六萬、砲二百、飛行機五臺、内容不明の第九軍（湖北々部）第十軍（同西部）第十三軍（浙江南部）を除いた其他の勢力は


第一軍　兵力五千三百、武裝三千、飛行機一、湖北の東北、河南の東南、安徽の西部に行動し、六〇％は貧農

第二、六軍　第二軍は賀龍軍で兵約六千。四〇％が貧農で武裝は四千六百。湖北及湖南の西部に活動。第六軍は湖北西部の農民中に生れたもので六千の八五％は貧農。武裝は約五千、軍長は曠繼勛。最近第二軍と合し賀龍を總指揮として居る。

第三、四、五軍　第三軍は江西西部の各軍を合せたもので約五千、八〇％は土地の貧農、武裝は約四千五百。廣東の北部、湖南の東部から江西の南部に亘つて遊擊戰を演じつゝある。第四軍は朱毛軍（軍長朱總ママ〔德〕、政治部長毛澤東）の軍で約八千の勞働者農民の武裝から成る。湖南の東部南部、江西の西部東南部、廣東の北部、東江、福建の西部一帶に亘り鬪爭三年、約三百萬の農民を組織し幾多のソヴイエトを建設して居る。

第五軍は一九二八年平劉に於ける暴動の產物で彭德懷が指揮し、湖南の東部、湖北の南部、江西の西部の遊擊に當り、七千の内七〇％は貧農、武裝約六千。最近三、四軍と連結し朱德を總指揮、毛澤東を總政治委員として長江方面に進出せんとして居たが、終に今回長沙に現はれた。

第七軍　廣西軍の一部の歸化したもので、約八千、八〇％は兵士。武裝完備、飛行機四臺、本年一月龍州を陥れ海關や銀行敎會を沒收し佛國領事や外人を境外へ護送したが、後佛軍と國民政府軍の聯合反攻により龍州を退いた。

第八軍　第五軍が大冶を攻めた時、防備に派遣された獨立第十五旅中の兵士の投じたもの。約五千、大部分は兵士、湖北の東南部、江西の北部に活動

第十一、十二軍　前者は葉賀の基本軍と廣東々江の農民とで組織し、惠州方面に活動。約五千、六〇％は貧農、武裝四千。後者は朱毛軍が福建西部で武裝した農民軍で約九千、八〇％は貧農。武裝約八千。現在では福建西部から韓江、東江方面に向ひ第十一軍と聯結して潮仙を進攻しやうとして居る。

第十四軍　兵力約二千、六〇％は貧農、江蘇の南通、如皐、海門一帶に活動。



＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊



　本年五月上海で第一回全ソヴイエト區代表大會が開かれた。此の大會で彼等は廣大な區域に亘る各ソヴイエト區の鬪爭と統治とに統一的基礎を得やうとした。その結果として彼等は全ソヴイエト區域に於て施行すべき勞働法の外、（一）地主、敎會庿宇等に屬する一切の土地の××××××（二）土地の賣買賃貸借×××（三）從前の因賦其他一切の稅損の××等々を規定した臨時土地法を制定し、更らに左の如きソヴイエト政綱を宣言した。


一　外國の一切の特權、既有條約、外債××××及その銀行、企業、工場×××

二　勞農の武裝、兵士に土地職業の提供、勞農兵貧民代表會議×××××

三　勞働保護法、八時間勞働（未成年の六時間）、賃銀增加及最低賃銀制定、社會保護、女工の保護

四　土地國有とその配給

五　民族自決による民族の分立と其自由聯合

六　××大衆の政治的一切の自由權

七　統一せる累進稅

八　政府の農民銀行經營、消費組合援助

九　政府の水利經營、共營農場の提唱



之れ等は、實に長沙占領に續いて長沙各處に活動しつゝある彼等目前の鬪爭に與へられた新しい基準を爲すものである。




五、赤軍の活動は何う展開するか？




　長沙事件の被害に對し、日本政府は早速抗議と賠償要求の豫告を南京政府に送つた。國民政府は無條件に恐縮し、賠償承認の手形を發行し、直ちに「共匪」を討伐して二度とこんな事件のない樣にしますと詫びを入れた。

　尤も長沙の囘復には政府も列國も差して困難とは感じなかつたであらう。然し所謂る「共匪」討伐に至つては政府自身其の不可能性を最もよく知つて居る。列國も此のことを要求はしても何ん等の期待を政府の力量において居ない。と云つて自ら積極的に出ることも出來ないので消極的自衞の宣言で御茶を濁して居る。然かも、政府でも列國でも「共匪」の跳梁は不斷の内亂がそうさせるものであつて、内亂さへ解決すれば徹底的討伐は出來ると考へて居る。ところが「共匪」討伐が内亂の解決を前提とする限りに於て、今度は國民黨政府の下には永久に「共匪」討伐は出來ないと云ふ結論が出て來る。何故？　それは國民黨政府そのものに支那の内亂を解決する資格が存在しないからである。




　内亂は、今日、三民主義の忠實な信徒の割據峙立によつて演じられて居る「軍閥戰爭」に示される。だが、此の軍閥戰爭に於て、國民黨がブルヂヨアジー——勞農の發展によつてブルヂヨアデモクラシーの革命の領導權を放棄したところの——と封建地主の結合を表現するものである限り、何れの側にも完全にブルヂヨアジーを代表する勢力なく、同樣、完全に封建地主を代表する勢力もない。彼等はつまり、互に此の二階級の結合體の或る一方を代表するグループとして對立するのである。然かも之れ等の背後には、原始的植民地侵略の繼續の中に獲得した一切の政治的經濟的特權を以て支那を支配し、且つ此支配的地位の支持に自己の存在の基礎を見出す列國帝國主義が入り組んで參加して居る。のみならず之れ等列國の利益が又、支那に於て激しく衝突し、此の衝突は更らに中央政府のヘゲモニー獲得を中心として、或は又勢力地帶の特殊地位を中心として種々な形で個々の軍閥——國民黨の名に於て存在する——の支持を展開する。其結果、互に對立する軍閥は、常に、支那に於て個々に對立する列國の利益を代表する。隨つて軍閥戰爭は、支那に巢喰ふ列國の存在を前にして不斷に反覆されねばならぬ。一步々々ゼネラルクライヂスへの危機に近づきつゝ。

　ブルヂヨアジーは今日尙ほ國民革命を云々する。然し封建地主と同盟し帝國主義と妥協せねばならなかつた彼等には軍閥及帝國主義の支配と徹底的に鬪ふべき何ん等の資格もない。そこで此の資格卽ちブルヂヨアデモクラシー革命の領導權をもつものは、只だ帝國主義と軍閥の支配に絕對的に對立する勞働者と其同盟者農民だけである、と云ふことになる。過去三年の鬪爭中に早くも今日の實勢力を獲得した赤軍の前進に、××××××が考へられるのも、如何なる×××××××××今後の發展が考へられるも、凡ては此の點に歸結しよう。

　かくて次の樣な結論——否な想像——に達する。

　列國が支那に於て直に矛盾衝突する一切の事情を抑制し合つて、支那に現存する或る勢力を共同支持し、その勢力をして内亂を平定し所謂る眞の國家統一を達成せしめることが出來れば兎も角、若し然らざる場合には、そこには益々加はり行く「共匪」の跳梁が現はれる。列國は絕えず抗議と賠償要求を出し、政府は絕えず謝罪し賠償手形を發行する‥‥と云ふ事態が現はれる。中央政府も地方軍閥も奔命に疲れる。然し彼等には、先づ邪魔を片づけてゆつくり勝負しやうなどの洒落氣はない。「共匪」は愈よ有力に長江の重要都市に乘り出して來る。特に此の間、中央地方の傭兵軍隊の構成者たる失業農民が自發的に組織された農民×××に歸順せんとする顯著な傾向が問題となつて來る。勿論產業工場勞働者の鬪爭は尖銳化し、政治的ゼネラルストライキが擴大する。支那に於ける經濟的利益の保護の爲め列國は長江其他の海岸商埠地に軍艦を常備し、屢〻公然たる積極手段に出る。蔽はれたる「平等待遇」への好意傾向は再び逆轉し、内河航行權や駐兵權は無言の内に決定的なものとなる。這ふした傾向の中に、×××××××××××××××××××××××××××××××再び反帝國主義への動總員ママ〔總動員〕傾向を帶びて來る。それは勿論反國民黨的に現はれ、且つ此の運動中に彼れ等は唯一の政治的進路をプロレタリアの指導する新國民××への參加に見出す。列國の對支政策の動搖が、相變らず展開する軍閥支配の對峙の中に益〻擴大する。かくて農村××の齎らす這ふした支那の混亂が、世界歷史の發展の上に支那自身有する役割の進行を急激に促して行く。（一九三〇、八、一一）
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